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▲令和６年７月に運行ダイヤとルートが改正される予定の本巣市市営バス【本巣市役所本庁舎駐車場】
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令和６年第１回定例会開かれる
審議結果
１会派が代表質問に立つ
１１人が一般質問に立つ
委員会活動

第 号8282

本巣市議会だよりは議会ホームページから
もご覧いただけます。

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで議会だよりを
お届けします。



　令和６年度本巣市一般会計当初予算は１９７億２,０００万円、前年度より２８億４，０００万円の
減額（増減率△１２．６％）となりました。

令和６年第１回  定例会開かれる
●令和6年第1回定例会開かれる●

専決処分の報告２件、人事案件４件、条例８件、
議員発議２件について審議・決定しました。

◎令和６年度本巣市一般会計予算

◎令和６年度特別会計・企業会計予算

歳入 歳出

市税
52億3,623万円

人件費
32億7,330万円

補助費等
25億6,623万円

繰出金
15億9,686万円

扶助費
21億5,460万円

地方交付税交付金
47億7,000万円

市債
15億5,700万円

国県支出金
25億3,774万円

繰入金
15億9,888万円

その他依存財源
14億2,799万円

その他
6億6,306万円

寄附金
10億1,765万円

繰越金
 7億268万円

その他自主財源
8億7,183万円 

公債費
18億461万円

　投資的経費 
28億5,102万円

物件費
48億1,032万円 

会　計　名 予算額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

事業勘定
施設勘定

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

３４億１，０００万円
２億２，０００万円
５億７，６００万円
３億６，０００万円
９億２，０００万円
８億９，４００万円
３億８，７５０万円
７億５，６０３万円
１２億５，０００万円
１２億５，０００万円
３億５，１０９万円
４億９，０３２万円

増減
△０．６％
△１５．１％
５．５％

△２４．４％
６．１％
４．４％
９．２％
３．７％

１５０．０％
１５０．０％
４３９．５％
１８５．３％

前年度比較
△１，９００万円
△３，９００万円
３，０００万円

△１億１，６００万円
５，３００万円
３，８００万円
３，２８５万円
２，７２９万円

７億５，０００万円
７億５，０００万円
２億８，６０２万円
３億１，８４９万円

企業用地造成事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計
（令和６年度より農業集落排水
  事業を含める）
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市制20周年記念
事業

２，０４６万円

新規

新規 新規 新規

新規 新規

市制20周年という節目の年を
「オール本巣」でお祝いし、未来
への確かな一歩にするため、市制
20周年記念事業を実施する

重層的支援体制整備
事業

７６８万円
新庁舎開庁に合わせ「福祉総合相
談室」を設置し、複雑化・複合化する
生活課題に寄り添い、本人・世帯の
属性にかかわらず、すべてを受け止
める包括的な相談体制を整備する

ジュニア防災リーダー
養成事業

２５７万円
学校や家庭、地域の防災力を高め
る基礎づくりとして、次世代の防
災リーダーを養成する

庁舎整備事業

６億５，３３９万円

継続 継続

新庁舎開庁までに必要な環境整
備として、外構植栽工事、ネット
ワーク等通信環境整備、備品等調
達、引越事業等を進める

東海環状自動車道（仮称）
糸貫IC開通プレイベント負担金事業

２，000万円
地域の産業・経済の振興等を図る
とともに、今後の早期全線開通の
機運を高めるため、開通に伴うプ
レイベントを開催する

拡大

防災安全交付金事業

４，３１２万円
地域住民の生命と安全な暮らしを
守るため、施設の老朽化対策や事
前防災・減災対策及び地域におけ
る生活空間の確保に取り組み、総
合的な生活空間の安全確保を図る

新規就農者経営発展
支援事業

７５０万円
農業への人材の一層の呼び込み
と定着を図るために、必要な機械・
施設等の導入を国及び県と連携
して支援する

奨学金返還支援　
事業

３，０１３万円
奨学金返還に対する経済的負担
や将来への不安を感じている市
の未来を担う若年層に対して経済
的支援を行う

消防署整備事業

７億７，１８０万円
消防広域化に伴い消防力適正配
置調査を実施し、策定された適正
配置計画に基づき、署所の再配置
を行う

令和６年第１回  定例会開かれる
●令和6年第1回定例会開かれる●

３月７日～３月２８日、令和６年第１回定例会を開き、
補正予算３件、当初予算６件、その他５件、

◎令和6年度の主な事業

○一般会計補正予算（第７号）　1億3,470万円を増額し、総額238億6,141万円
令和５年度一般会計補正予算

○本巣市監査委員の選任について　　　　三田村　晃司　氏
○本巣市教育委員会委員の任命について　松浦　尚美　氏
○本巣市副市長の選任について　　　　　谷口　博文　氏
○本巣市固定資産評価員の選任について　谷口　博文　氏

人事案件

○国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　1億6,260万円を増額し、総額36億460万円(事業勘定)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3,319万円を減額し、総額　2億2,603万円（施設勘定）
○企業用地造成事業特別会計補正予算（第２号）　1,249万円を減額し、総額　4億6,351万円

令和５年度特別会計補正予算
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●定例会で決まったこと●

●審議結果および各議員の表決●

その他の議案

議員発議

条例関係

○地方自治法の改正に伴う関係条例の整理に関す
る条例について
○本巣市水道事業給水条例の一部を改正する条例
について
○本巣市消防団員等公務災害補償条例の一部を改
正する条例について
○行政組織再編に伴う関係条例の整理に関する条
例について
○本巣市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例等の一部を改正する条例について
○本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例について
○本巣市保健センター条例について
○本巣市デイサービスセンター、本巣市在宅介護支
援センター及び本巣市根尾生活支援ハウス条例
を廃止する条例について

○専決処分の報告について（公用車の事故に係る損
害賠償）
○専決処分の報告について（車両損傷事故に係る損
害賠償）
○本巣東辺地に係る総合整備計画の策定について
○根尾東辺地に係る総合整備計画の策定について
○根尾西辺地に係る総合整備計画の変更について
○市道路線の廃止及び認定について
○物品売買契約の変更契約の締結について（消防
ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型））

○本巣市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例の一部を改正する条例について
○本巣市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例について

市
長
提
出
議
案

議案第16号

令和６年度本巣市一般会計予算について

令和５年度本巣市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に
ついて

議案第18号

議案第19号

本巣市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する
条例について

令和６年度本巣市国民健康保険特別会計予算について

認定第　2号

令　和　6　年　第　1　回　定　例　会　

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出

議
案

議案第　１号

議案第　２号

議案第　３号

議案第　４号

議案第　５号

議案第　６号

議案第　７号

議案第　８号

議案第　９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

本巣市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

本巣市教育委員会委員の任命について

本巣市監査委員の選任について

地方自治法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例
について

本巣市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例について
本巣市行政組織再編に伴う関係条例の整理に関する条
例について

市道路線の廃止及び認定について

根尾西辺地に係る総合整備計画の変更について

令和５年度本巣市企業用地造成事業特別会計補正予
算（第２号）について

令和６年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算について

令和６年度本巣市企業用地造成事業特別会計予算につ
いて

令和５年度本巣市一般会計補正予算（第７号）について

本巣市デイサービスセンター、本巣市在宅介護支援センター及
び本巣市根尾生活支援ハウス条例を廃止する条例について

本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について

本巣市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例等の一部を改正する条例について

本巣市保健センター条例について

本巣東辺地に係る総合整備計画の策定について

根尾東辺地に係る総合整備計画の策定について

令和６年度本巣市下水道事業会計予算について

令和６年度本巣市水道事業会計予算について

本巣市固定資産評価員の選任について

物品売買契約の変更契約の締結について（消防ポンプ自
動車（ＣＤ-Ⅰ型））
本巣市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について

本巣市副市長の選任について

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１７号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

発議第　１号

令　和　6　年　第　1　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

可決

可決

可決

否決

議員名（議席番号順） 議
決
結
果議案番号・議案名等

大
西
德
三
郎

道
下
　
和
茂

臼
井
　
悦
子

鍔
本
　
規
之

河
村
　
志
信

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

澤
村 

　
均

寺
町 

　
茂

髙
橋
　
時
男

片
岡
　
孝
一

飯
尾
　
龍
也

瀬
川
　
照
司

髙
橋
　
知
子

吉
村
　
知
浩

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出

議
案
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み
の
強
化
。

　

⑤
東
海
環
状
自
動
車
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
、
「
も
と
ま
る

パ
ー
ク
」
を
中
心
に
、
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
の
整
備
。

　

⑥
教
育
環
境
の
充
実
、
情
報
教
育

の
育
成
推
進
、
ま
た
「
生
き
る
力
を

育
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、
市

民
の
学
ぶ
機
会
の
充
実
と
健
康
の
保

持
・
増
進
へ
の
取
り
組
み
。

　

頻
発
す
る
甚
大
地
震
や
豪
雨
に
対

す
る
備
え
は
、
従
前
の
取
り
組
み
で

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状
況
で
は
な

い
た
め
、
現
状
の
防
災
対
策
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

建
物
の
倒
壊
対
策
を
強
力
に
進
め

る
べ
き
で
は

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
、
耐
震
改

修
工
事
の
促
進
を
図
り
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

「
本
巣
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

を
策
定
し
、
必
要
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
す
。
施
策
と
し
て
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
、
対
象
建
築
物
の
所
有

者
、
無
料
耐
震
診
断
後
１
年
を
経
過

し
た
方
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

送
付
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
や

補
助
・
助
成
事
業
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
掲
載
等
市
民
へ
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
い
、
建
築
物
の
耐
震
化
を

促
進
し
て
ま
す
が
、
本
市
の
耐
震
化

率
は
76
％
で
全
国
の
87
％
を
下
回
っ

て
い
る
現
状
で
す
。

避
難
所
で
の
ト
イ
レ
対
策
は

現
在
の
備
蓄
数
で
は
不
足
す
る
た

め
、
更
な
る
導
入
を
進
め
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

ト
イ
レ
用
テ
ン
ト
110
張
と
ボ
ッ
ク

ス
ト
イ
レ
118
個
、
凝
固
剤
と
排
便
袋

を
各
１
２
０
０
０
セ
ッ
ト
備
蓄
し
て

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
汚
物
圧
縮
保

管
袋
480
枚
と
圧
縮
ポ
ン
プ
12
本
を
購

入
、
令
和
５
年
度
に
は
手
動
ラ
ッ
プ

式
の
簡
易
ト
イ
レ
２
基
を
導
入
し
ま

し
た
。
ま
た
新
庁
舎
に
は
災
害
用
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
６
基
整
備
し
て

ま
す
が
、
今
後
、
指
定
避
難
所
指
定

の
各
学
校
の
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
を
す
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

　

先
の
選
挙
で
５
年
後
、
10
年
後
も

「
ま
す
ま
す
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

本
巣
市
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
こ
と

を
市
民
に
約
束
さ
れ
て
ま
す
。

本
巣
市
の
現
状
に
つ
い
て
課
題
は

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
み
し

て
お
り
新
た
な
課
題
も
あ
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　

令
和
に
入
っ
て
か
ら
市
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
警
戒

を
緩
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
る
物
価
上
昇
へ
の
対
応
や

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
新
た
な
施
策
の
展

開
、
さ
ら
に
大
規
模
地
震
へ
の
備
え

や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
顕
著
な
大
雨

や
土
砂
災
害
な
ど
自
然
災
害
へ
の
対

策
も
求
め
ら
れ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
か
ら
生
じ
る
税
収
の
減
少

や
労
働
力
不
足
、
高
齢
化
の
進
行
に

よ
る
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
加
へ
の
対
策
も
求
め
ら

れ
て
ま
す
。
こ
う
し
た
影
響
は
特
に

市
北
部
地
域
で
は
極
め
て
深
刻
で
、

人
口
減
少
か
ら
生
じ
る
空
き
家
の
増

加
や
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
か
ら
生

じ
る
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
し
た
山
林

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
居
住
環
境
の

悪
化
や
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま

る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
引
き
続

き
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
、
市
民

の
皆
様
が
「
住
み
た
い
」
「
住
み
続

け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

〝
ま
ち
〞
の
実
現
に
向
け
て
今
後
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
潮
流
の
中
、
重
点
的

か
つ
率
先
し
て
進
め
る
施
策
は

６
つ
の
基
本
政
策
で
率
先
し
て
全

力
で
取
り
組
み
ま
す

　

①
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
企
業
用
地

造
成
に
よ
る
企
業
誘
致
の
推
進
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
は
新
た
な
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
支
援
。

　

②
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き

る
よ
う
健
診
や
産
後
ケ
ア
等
母
子
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
「
本
巣
市
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
」
創
設
に
よ
る
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
。

　

③
買
物
・
通
院
等
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
О
等
支
援
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
制
度
へ
の
参
加
者
の
増
員
、
民

間
事
業
者
等
と
の
連
携
強
化
。

　

④
消
防
署
の
整
備
の
推
進
、
防
災

士
の
育
成
等
災
害
に
備
え
る
取
り
組

●代表質問●

Q
藤
原
市
長
５
期
目
の
市
政
運
営

に
つ
い
て

Q1A1

Q2A2

Q2A2

Q1A1

髙
橋
時
男

Q
災
害
対
策
に
つ
い
て

に立つ代表質問1会派がQA 3月定例会
&
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本
年
７
月
に
新
庁
舎
へ
の
移
転
に

伴
い
、
路
線
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
市
民
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま

す
。現

在
、
運
行
に
対
す
る
考
え
は

本
巣
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
協
議
し
て
ま
す村

澤
・
総
務
部
長

　

協
議
会
に
お
い
て
、
根
尾
地
域
を

除
く
4
路
線
に
つ
い
て
、
新
庁
舎
、

も
と
ま
る
パ
ー
ク
に
も
乗
り
入
れ
る

予
定
で
す
。
【
再
質
問
】
モ
レ
ラ
岐

阜
に
も
乗
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

市
民
の
利
便
性
へ
の
対
策
は

現
状
の
バ
ス
停
の
位
置
を
維
持
し

て
、
路
線
再
編
案
を
作
成

　

利
用
者
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
の
結
果
、
新
た
な
ル
ー
ト
や
時

刻
表
に
つ
い
て
反
対
意
見
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
対
応
は

市
民
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

向
上
に
努
め
ま
す

　　

遺
族
の
負
担
軽
減
を
考
え
る
。

現
在
、
市
の
状
況
は

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
手
続
き
を
ま
と
め

た
一
覧
表
を
渡
し
て
ま
す

青
木
・
市
民
環
境
部
長

お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

の
考
え
は

他
の
自
治
体
の
お
く
や
み
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
参
考
に
検
討
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

本
市
で
は
、
ご
遺
族
の
方
に
確
認

し
な
が
ら
、
市
役
所
で
の
手
続
き
に

必
要
な
書
類
等
の
案
内
を
し
て
ま
す

が
、
市
役
所
以
外
で
の
手
続
き
も
あ

り
、
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

の
考
え
は

予
約
制
の
お
く
や
み
窓
口
を
開
設

い
た
し
ま
す

　

新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ
せ
て
、
優

先
的
に
使
用
で
き
る
相
談
室
等
を
設

け
、
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
事
前
に

必
要
な
手
続
き
書
類
を
準
備
で
き
、

お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ご
案
内
で

き
ご
遺
族
、
職
員
双
方
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

正
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

は
様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
一
部

の
地
域
で
は
断
水
の
解
消
に
、
時
間

が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
ま

た
、
本
巣
市
の
水
道
料
金
は
、
令
和

４
年
度
に
30
％
値
上
げ
の
使
用
料
金

の
改
定
、
令
和
６
年
度
に
２
回
目
の

値
上
げ
を
行
い
ま
す
。

水
道
料
金
値
上
げ
で
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
減
ら
せ
る
の
か

修
繕
費
や
光
熱
水
費
が
増
加
す
る

中
、
５
５
０
０
万
円
を
抑
制

谷
口
・
上
下
水
道
部
長

本
巣
市
は
能
登
地
域
と
同
じ
く
断

水
が
長
く
続
く
心
配
は
な
い
か

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
が
高
い

分
、
復
旧
が
早
く
で
き
る
と
想
定

　

令
和
３
年
度
末
の
適
合
率
は
、

国
平
均
41
・
2
％
、
岐
阜
県
平
均

40
・１
％
、本
巣
市
75
・３
％
で
す
。

　

本
巣
市
の
診
療
所
の
令
和
４
年
度

の
受
診
者
数
は
８
０
１
８
名
、
診
療

所
が
開
い
て
い
る
日
を
１
年
間
で
240

日
と
し
て
１
日
の
利
用
者
は
約
33
名

で
す
。
診
療
の
た
め
１
年
で
約
１
億

２
０
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ

の
赤
字
金
額
は
こ
こ
数
年
大
き
く
変

わ
っ
て
ま
せ
ん
。

１
日
33
名
を
診
察
す
る
の
に
３
名

の
医
師
が
必
要
な
の
か

受
診
者
数
に
応
じ
た
医
師
の
人
数

を
再
検
討
す
る
時
期
と
考
え
ま
す

青
木
・
市
民
環
境
部
長

南
部
の
病
院
へ
の
交
通
費
支
給
や

移
動
診
療
所
等
、
今
後
の
対
応
は

経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
で
引

き
続
き
存
続
を
視
野
に
検
討

藤
原
・
市
長

　

農
地
で
砂
利
採
掘
が
多
く
行
わ

れ
、
結
果
と
し
て
市
道
の
舗
装
等
が

傷
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
採

掘
さ
れ
た
砂
利
等
を
大
型
ダ
ン
プ

カ
ー
の
積
載
量
ま
で
積
め
ば
20
ト
ン

以
上
に
な
り
、
14
ト
ン
未
満
の
重
量

に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
作
ら

れ
て
い
る
旧
農
道
や
舗
装
は
と
て
も

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
旧
農

道
を
鉄
板
等
で
補
強
す
る
許
可
を
市

に
求
め
、
許
可
を
得
て
補
強
し
事
業

を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

道
路
占
用
許
可
の
条
件
と
市
の
考

え
は

申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
市
独

自
の
条
件
を
附
し
て
許
可
し
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

●一般質問●

Q
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
に

つ
い
て

Q
市
営
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

Q
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

Q
根
尾
診
療
所
に
つ
い
て

Q
砂
利
採
掘
に
つ
い
て

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2

A1 Q1A2 Q2A3 Q3

Q1A1Q2A2Q1A1

鍔
本
規
之

臼
井
悦
子

に立つ一般質問11人がQA 3月定例会
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特
に
通
学
路
等
で
倒
壊
に
対
し
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
把
握
は

現
在
12
か
所
把
握
し
て
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

毎
年
４
月
に
教
育
委
員
会
か
ら
通

学
路
マ
ッ
プ
の
提
供
に
よ
り
点
検
し

て
ま
す
。

改
善
や
撤
去
の
際
に
使
用
で
き
る

補
助
金
や
そ
の
内
容
は

本
巣
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
・
改

修
事
業
補
助
金
が
あ
り
ま
す

　

補
助
額
は
、
撤
去
に
要
す
る
費
用

の
額
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
見
付
面

積
１
㎡
当
た
り
１
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
と

し
、
通
学
路
に
面
し
て
い
る
場
合
３

分
の
２
以
内
の
額
で
上
限
は
30
万
円

で
す
。

補
助
金
の
周
知
方
法
は

広
報
誌
や
H
P
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
周
知
し
て
ま
す

　

今
後
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
所
有
者
へ
の

注
意
喚
起
及
び
補
助
事
業
を
説
明

し
、
制
度
の
活
用
を
促
す
と
共
に
、

教
育
委
員
会
と
情
報
共
有
を
行
い
通

学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

現
在
ま
で
の
検
討
状
況
は

社
会
情
勢
等
の
変
化
を
踏
ま
え
、

総
合
管
理
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た

村
澤
・
総
務
部
長

　

各
施
設
の
複
合
化
、
統
合
、
廃

止
、
譲
渡
あ
る
い
は
長
寿
命
化
も
含

め
た
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画
的

に
行
っ
て
ま
す
。

今
後
の
方
針
は

解
体
し
売
却
等
、
処
分
方
法
を
検

討
中

防
災
士
資
格
取
得
に
際
し
市
か
ら

補
助
を
出
し
支
援
を
し
た
目
的
は

地
域
や
社
会
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

村
澤
・
総
務
部
長

　

令
和
３
年
ま
で
の
７
年
間
で
86
名

が
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
て
ま

す
。今

後
の
予
定
は

さ
ら
に
防
災
士
を
養
成
し
ま
す

　

今
後
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

を
開
催
し
、
防
災
士
が
自
主
的
・
自

発
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

活
躍
で
き
る
場
所
や
勉
強
が
で
き
る

機
会
を
設
け
、
防
災
士
同
士
の
つ
な

が
り
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
を
確
保
し
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
医
療
が
必
要
で
す
。

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
は

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

青
木
・
市
民
環
境
部
長

　

６
年
５
月
迄
に
根
尾
・
外
山
地
域

の
住
民
を
対
象
に
実
施
し
、
６
月
末

ま
で
に
取
り
ま
と
め
、
７
年
度
か
ら

の
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
必
要
性
も

含
め
た
「
情
報
誌
」
の
発
行
は

年
2
回
以
上
発
行
し
ま
す

　

か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト
、
通

常
の
医
療
等
を
内
容
と
し
た
、
診
療

所
便
り
を
検
討
し
ま
す
。

在
宅
医
療
・
看
護
の
充
実
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
進
め
ま
す
か

通
院
が
困
難
な
高
齢
者
が
増
加

　

患
者
と
の
対
話
の
中
で
、
訪
問
診

療
へ
切
り
か
え
を
行
い
、
訪
問
看
護

体
制
を
整
え
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

連
携
を
密
に
し
ま
す
。

診
療
所
の
将
来
へ
の
存
続
に
向
け

具
体
的
な
体
制
整
備
の
考
え
は

地
域
に
根
ざ
し
た
診
療
所
を
存
続

し
ま
す

　

人
口
減
少
に
伴
い
経
営
の
悪
化
は

進
ん
で
お
り
、
夕
方
診
療
、
診
療
日

数
や
人
件
費
の
削
減
・
医
療
機
器
の

必
要
性
の
精
査
等
を
行
い
、
7
年
度

か
ら
の
開
始
を
検
討
し
ま
す
。

　

全
施
設
が
休
業
で
未
だ
管
理
者
が

決
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
放
置
が
長

期
化
す
る
こ
と
で
一
体
が
廃
虚
化
す

る
事
を
懸
念
す
る
住
民
の
声
が
大
き

く
な
る
事
を
考
え
る
た
め
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
方
向

性
は

施
設
を
分
割
し
無
償
貸
与
も
視
野

に
公
募
を
検
討
し
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

一
括
貸
与
に
加
え
、
温
泉
館
を
除

き
他
の
施
設
は
、
用
途
を
限
定
し
な

い
分
割
も
含
め
て
引
き
続
き
公
募
し

ま
す
。

地
域
振
興
の
た
め
、
入
浴
施
設
を

設
け
る
考
え
は

要
望
書
の
実
現
に
向
け
早
急
に
検

討
を
進
め
ま
す

藤
原
・
市
長

　

議
員
連
名
に
よ
る
要
望
書
の
実
現

に
向
け
、
既
存
施
設
活
用
の
様
々
な

提
案
を
頂
き
具
体
化
を
進
め
る
中
、

入
浴
施
設
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

●一般質問●

Q
Ｎ
Ｅ
Ｏ
桜
交
流
ラ
ン
ド
の
施
設

に
つ
い
て

Q
市
内
に
点
在
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
つ
い
て

Q
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
施
設
の
今

後
に
つ
い
て

Q
市
内
に
い
る
防
災
士
の
今
後
の

活
動
に
つ
い
て

Q
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
つ
い

て

Q1A1Q2A2Q1A1Q2A2

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4

A1 Q1A2 Q2A3 Q3

Q1A1Q2A2

吉
村
知
浩

道
下
和
茂
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行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

「
本
巣
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

実
行
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す

青
木
・
市
民
環
境
部
長

　

事
務
事
業
編
が
令
和
７
年
度
に
見

直
し
時
期
を
迎
え
、
併
せ
て
新
た
に

区
域
施
策
編
の
策
定
を
令
和
８
年
度

目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
者
・
市
民
へ
の
啓
発
活
動
は

何
か

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」 

の
表
明
を
検
討
し
ま
す

　

事
業
者
・
市
民
の
ご
協
力
に
よ
り

２
０
５
０
年
に
向
け
て
各
施
策
を
整

理
し
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に

努
め
ま
す
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
あ
る
か

C
O
2
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
に
向
け

て
提
示
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す

地
域
医
療
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

地
域
全
体
で
住
民
の
健
康
を
支
え

る
医
療
体
制

青
木
・
市
民
環
境
部
長

　

本
市
の
診
療
所
に
お
い
て
は
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
の
役
割
や
、

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
、
疾
病
予
防

と
し
て
の
保
健
事
業
の
実
施
で
す
。

北
部
診
療
所
地
域
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
予
定
は
あ
る
の
か

根
尾
・
外
山
地
域
の
全
住
民
を
対

象
と
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す

一
般
会
計
繰
入
金
ゼ
ロ
に
な
る
の

は
い
つ
か

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難

　

市
北
部
に
お
け
る
地
域
人
口
の
減

少
に
よ
る
受
診
者
数
の
減
少
は
依
然

と
し
て
続
い
て
お
り
、
収
入
の
柱
で

あ
る
診
療
報
酬
の
増
額
は
見
込
め
な

い
状
況
で
あ
り
、
令
和
６
年
度
中
に

診
療
所
の
体
制
を
検
討
し
、
運
営
経

費
や
人
件
費
等
の
削
減
予
定
で
す
。

「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
１
億

円
を
上
限
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
経
営
改
善
を
着
実
に
進
め
可
能

な
限
り
削
減
し
ま
す
。 

※
そ
の
他
に
、
認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て
２

点
質
問
し
ま
し
た
。

　
①
認
知
症
基
本
法
の
周
知
啓
発
活
動
は
し

　
　
て
い
る
か

　
②
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定
予

　
　
定
は
あ
る
か

東
日
本
大
震
災
の
地
に
中
高
生
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣
す
る
意
義
は

「
百
見
は
一
験
に
如
か
ず
」
で
す

川
治
・
教
育
長

　

行
っ
て
み
な
い
と
感
じ
取
れ
な
い

こ
と
を
現
地
の
皆
さ
ん
と
直
接
話
す

こ
と
で
、
本
巣
市
の
防
災
を
考
え
る

当
事
者
を
育
て
、
災
害
を
風
化
さ
せ

な
い
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
ま

す
。東

北
派
遣
の
行
程
や
内
容
は

中
高
生
と
の
交
流
や
民
泊
で
、
地

元
の
本
音
や
生
の
声
を
聞
き
ま
す

　

今
ま
で
に
市
内
中
学
生
の
講
演
会
等

で
直
接
関
わ
り
の
あ
る
方
々
の
協
力

で
、
陸
前
高
田
市
、
南
三
陸
町
、
気
仙

沼
市
を
中
心
に
、
自
然
の
驚
異
、
被
害

の
現
実
、
教
訓
、
防
災
の
大
切
さ
を
伝

承
館
や
お
話
か
ら
学
び
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
か

公
助
と
自
助
・
共
助
に
よ
り
総
合

的
な
地
域
防
災
力
を
向
上藤

原
・
市
長

　

市
内
防
災
士
や
ホ
ー
プ
防
災
リ
ー

ダ
ー
ズ
と
自
治
会
に
よ
る
活
動
を
支

援
、
新
庁
舎
を
災
害
対
策
本
部
に
、

も
と
ま
る
パ
ー
ク
を
救
助
活
動
拠
点

物
資
配
分
活
動
拠
点
に
し
ま
す
。

※
そ
の
他
に
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
防
災
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
は
。
災
害
時
応
援
協
定

の
市
町
と
具
体
的
な
交
流
を
し
て
は
。
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
の
教
育
の
特
色
は

最
大
の
特
色
は
、
超
一
流
の
指
導

者
と
の
出
会
い
を
創
る
体
制

川
治
・
教
育
長

　

「
幼
児
期
か
ら
の
運
動
遊
び
」
、

「
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
、
一
流
の
指
導
者
に
よ
る
教
育

と
、
手
作
り
で
地
産
地
消
の
美
味
し
い

給
食
、
中
２
の
広
島
平
和
学
習
、
根
尾

学
園
開
校
等
子
ど
も
た
ち
が
主
体
者
と

し
て
夢
を
描
き
実
現
し
て
い
け
る
教
育

を
推
進
し
て
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
育
児
・
介
護
を
両
立

で
き
る
よ
う
に
、
「
育
児
休
業
・
介

護
休
業
等
育
児
ま
た
は
家
族
介
護
を

行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
予
定
で
す
。

そ
れ
を
見
込
ん
で
の
市
の
取
り
組

み
は

改
正
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

林
・
企
画
部
長

●一般質問●

Q
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

Q
女
性
活
躍
に
つ
い
て

Q
市
の
教
育
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

Q
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Q
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

に
つ
い
て

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q1A1

Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q3A3Q1A1

髙
橋
知
子

飯
尾
龍
也
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す
市
の
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
の

設
置
状
況
は

現
在
7
体
育
館
に
設
置
、
令
和
7
年

度
で
全
体
育
館
に
設
置
を
し
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

学
校
施
設
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は

災
害
時
の
電
力
確
保
と
な
る
か

災
害
時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
使

用
可
能
で
す

飲
料
水
や
ト
イ
レ
等
で
使
用
す
る

水
の
確
保
は

5
0
0
㎖
の
飲
料
水
を
２
万
７
千
本

で
1
5
0
0
人
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん

　

１
人
あ
た
り
で
は
最
低
３
日
分
、

5
0
0
㎖
が
18
本
必
要
で
す
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
簡
易
テ
ン
ト
の
備
蓄
は

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
1
0
0
セ
ッ
ト

な
ど
購
入
し
ま
し
た

　

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
4
0
0
セ
ッ

ト
、
簡
易
テ
ン
ト
を
50
セ
ッ
ト
、
段

ボ
ー
ル
個
室
を
42
基
購
入
し
ま
し

た
。市

の
施
設
の
喫
煙
場
所
の
状
況
は

喫
煙
所
を
設
置
し
て
い
る
市
の
施

設
は
15
施
設
あ
り
ま
す村

澤
・
総
務
部
長

学
校
給
食
費
無
償
化
の
考
え
は

国
の
動
向
を
注
視
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い藤

原
・
市
長

　

新
年
度
に
お
い
て
、
物
価
上
昇
に

よ
る
値
上
が
り
分
を
市
費
で
負
担
し

ま
す
。

職
員
の
事
故
防
止
対
策
は

交
通
法
令
講
習
会
な
ど
に
参
加
し

意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

児
童
生
徒
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
へ
の
補
助
は

県
に
購
入
支
援
補
助
制
度
の
創
設

を
要
望
し
て
ま
す

＊
そ
の
他
に
、
新
庁
舎
に
移
行
後
既
存
施
設

の
再
利
用
計
画
、
ま
た
残
さ
れ
る
機
関

に
つ
い
て
2
点
質
問
し
ま
し
た
。

　

①
旧
本
庁
舎
、
分
庁
舎
な
ど
の
再
利
用
計

　
　

画
は

　

②
体
育
施
設
の
今
後
は

　

本
巣
市
の
伝
統
文
化
を
学
ん
だ

り
、
地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が

ら
、
郷
土
を
守
り
育
て
て
い
き
た
い

と
い
う
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
。

伝
統
行
事
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
継

承
す
る
為
の
現
在
の
取
り
組
み
は

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
伝
統

芸
能
を
学
び
体
験
し
て
ま
す

瀬
川
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

国
民
文
化
祭
を
通
し
て
本
巣
市
の

伝
統
文
化
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信

し
、
保
存
会
や
学
校
と
の
連
携
も
図

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
て

い
く
き
っ
か
け
と
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
を
象
徴
す
る
新
庁
舎
に
伝
統

文
化
や
郷
土
芸
能
を
飾
れ
な
い
か

ス
ペ
ー
ス
が
無
く
50
イ
ン
チ
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
観
光
案
内
等
放
映

村
澤
・
総
務
部
長

　

今
後
、
観
光
事
業
等
の
各
担
当
課

と
も
協
議
の
上
、
伝
統
文
化
や
郷
土

芸
能
な
ど
を
紹
介
で
き
る
市
の
動
画

を
流
す
こ
と
を
検
討
し
て
ま
す
。

歴
史
や
文
化
を
継
承
す
る
民
族
資

料
館
の
現
在
の
状
況
と
今
後
は

そ
の
地
域
の
特
徴
を
示
す
民
俗
資

料
や
歴
史
資
料
な
ど
収
蔵
・
展
示

瀬
川
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

岐
阜
県
博
物
館
協
会
の
指
導
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
民
俗
資
料
館
資
料
収

集
方
針
を
作
成
し
、
今
後
の
民
俗
資

料
館
で
の
収
蔵
数
や
展
示
、
維
持
管

理
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
住
み
や
す

く
、
誇
れ
る
、
幼
児
園
・
小
・
中
学

校
に
す
る
た
め
に
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
対

応
状
況
は

本
巣
市
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
最
善
の
改
善
策
で
対
応

瀬
川
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
り
切
る

強
い
使
命
感
を
も
ち
、
地
域
の
方
々

と
学
校
が
連
携
し
交
通
事
故
の
な
い

安
全
な
通
学
路
の
確
保
に
努
め
ま

す
。安

全
の
た
め
に
緑
色
の
カ
ラ
ー
塗

装
・
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
の
検
討
は

危
険
度
が
高
い
と
判
断
し
た
所
に

カ
ラ
ー
塗
装
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

歩
行
者
等
の
安
全
を
最
優
先
に
考

え
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等

を
活
用
し
通
学
路
を
優
先
的
に
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
に
切
り
替
え
ま
す
。

●一般質問●

Q
子
ど
も
目
線
を
重
視
す
る
市
の

取
り
組
み
は

Q
本
巣
市
の
郷
土
愛
を
育
む
教
育

に
つ
い
て

Q
避
難
所
に
お
け
る
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
に
つ
い
て

Q
公
共
施
設
の
喫
煙
場
所
の
在
り

方
に
つ
い
て

Q
職
員
の
通
勤
、
生
徒
の
通
学
時

等
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2

Q2A2Q1A1Q2A2 A1

Q1A1Q2A2Q3A3Q4Q1 A4

澤
村　

均

（
日
本
共
産
党
）

片
岡
孝
一
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能
登
半
島
地
震
で
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
課
題
が
本
市
に
お
い
て
も
懸

念
さ
れ
る
た
め

自
治
体
B
C
P
の
現
状
と
今
後
の

見
直
し
や
研
修
な
ど
の
見
解
は

非
常
用
発
電
機
の
燃
料
確
保
が
不

十
分
で
業
者
と
協
定
締
結
し
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度
の
進

捗
は

１
月
に
創
設
、
今
後
H
P
な
ど
で

周
知
し
登
録
の
お
願
い
を
し
ま
す

　

災
害
等
に
よ
る
断
水
時
に
、
生
活

用
水
を
確
保
す
る
制
度
で
、
無
償
提

供
し
て
頂
け
る
個
人
所
有
の
井
戸
を

事
前
に
登
録
し
て
頂
く
も
の
で
す
。

登
録
井
戸
に
手
動
ポ
ン
プ
設
置
費

用
助
成
の
見
解
は

他
市
町
の
事
例
を
参
考
に
導
入
に

向
け
て
検
討
し
ま
す

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
と
い
う
大

き
な
課
題
を
抱
え
る
今
、
年
齢
を
重

ね
て
も
健
康
寿
命
や
活
動
寿
命
を
延

ば
し
、
一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
社

会
の
構
築
が
重
要
で
す
。

高
齢
者
の
就
労
支
援
の
見
解
は

情
報
提
供
や
相
談
会
の
開
催
な
ど

支
援
の
拡
充
を
検
討
し
ま
す

小
椋
・
健
康
福
祉
部
長

介
護
予
防
教
室
で
の
ス
マ
ホ
教
室

開
催
の
見
解
は

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

充
実
に
つ
い
て
の
見
解
は

参
加
者
確
保
に
努
め
ま
す

小
学
生
の
認
知
症
理
解
促
進
へ
の

取
り
組
み
は

ジ
ュ
ニ
ア
司
書
に
よ
る
関
連
書
の

紹
介
な
ど
検
討
し
ま
す

市
民
の
認
知
症
理
解
促
進
へ
講
演

会
な
ど
広
報
活
動
の
見
解
は

正
し
い
情
報
の
市
H
P
掲
載
や
、

市
民
向
け
講
演
会
を
検
討
し
ま
す

　

本
年
１
月
１
日
、
認
知
症
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
事
業
展

開
が
求
め
ら
れ
て
ま
す
。

　

早
期
に
発
達
の
特
性
に
気
付
き
、

適
切
な
支
援
や
療
育
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
不
登
校
が
減
っ
た
と
の
研
究
結

果
が
あ
り
、
国
も
推
奨
し
て
ま
す
。

小
椋
・
健
康
福
祉
部
長

　

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
主
導

型
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
市
民
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
が
な

く
な
る
の
で
は
？
と
不
安
の
声
が
あ

り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
見
直
し
の
経
緯
は

事
業
見
直
し
部
会
を
令
和
元
年
か

ら
設
置
し
検
討
し
て
き
ま
し
た

久
富
・
副
市
長

　

市
が
実
行
委
員
会
方
式
で
開
催
し
て

き
ま
し
た
「
花
と
ほ
た
る
祭
り
」
「
根

尾
川
花
火
大
会
」
「
根
尾
盆
踊
り
・
花

火
大
会
」
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
「
う
す
ず
み
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
「
も
と
す
織
部
祭
り
」
の
６
つ

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
よ
り
効
果
的

な
も
の
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
さ

ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
ま
す
。

見
直
し
に
期
待
す
る
効
果
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
や
郷

土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
期
待

　

市
民
の
皆
様
が
自
ら
企
画
し
、
運

営
す
る
こ
と
で
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た

内
容
を
一
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
し

て
達
成
感
や
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て

い
た
だ
け
る
と
考
え
ま
す
。

※
そ
の
他
に
、

　

①
各
実
行
委
員
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
中

　
　

止
、
継
続
の
意
思
状
況
は

　

②
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
実
行
委
員
会
の

　
　

募
集
方
法
と
対
象
と
な
る
団
体
は

　

③
イ
ベ
ン
ト
運
営
資
金
の
支
援
の
取
り
決

　
　

め
は

　

を
質
問
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
基
本
法
の
基
本
理
念
に
も

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
権
利

を
守
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
未
来
を
築
く
う
え
で
重
要
と
考

え
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
見
解
は

「
本
巣
市
版
子
ど
も
権
利
条
例
」

を
策
定
し
た
い
と
考
え
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

子
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
据
え
、
子

ど
も
自
身
が
参
画
し
、
子
ど
も
の
意

見
を
尊
重
し
た
条
例
を
作
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
が
主
語
の
「
子

ど
も
条
例
」
を
最
優
先
に
制
定
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q
「
幸
齢
社
会
」
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
5
歳
児
健
診
実
施
の
見
解
は

Q
本
市
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て

A
市
の
実
情
に
即
し
た
5
歳
児
健
診

の
実
施
に
関
し
て
検
討
し
ま
す

Q1A1Q2A2

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4Q5A5

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1

●委員会活動●

髙
橋
勇
樹

今
枝
和
子

（
公
明
党
）

Q
令
和
７
年
度
以
降
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て

こ
う
れ
い
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新
し
く
完
成
す
る
庁
舎
は
行
政
職

員
の
事
務
所
的
機
能
が
主
で
す
が
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
利
用
で
き
る

中
央
公
民
館
的
な
機
能
を
持
ち
、
週

末
や
平
日
の
夜
で
も
活
用
で
き
る
の

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
コ
ミ
セ
ン
）
で
す
。
コ
ミ
セ
ン

に
な
れ
ば
市
民
の
方
々
が
自
主
的
、

自
由
に
集
ま
り
、
市
民
発
案
、
市
民

主
体
の
活
動
が
で
き
る
場
所
に
な
り

ま
す
。

①
文
化
活
動
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
音

楽
練
習
ス
タ
ジ
オ
他
）

②
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
ダ
ン
ス
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ジ
ム
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
他
）

③
子
ど
も
の
遊
び
場
（
自
由
広
場
、
学

習
ス
ペ
ー
ス
、
交
流
広
場
他
）

④
高
齢
者
の
憩
い
の
場
・
サ
ロ
ン
（
将

棋
、
囲
碁
、
健
康
麻
雀
他
）

⑤
防
災
拠
点
（
防
災
減
災
講
座
他
、
い

ざ
と
い
う
時
は
避
難
所
に
）

コ
ミ
セ
ン
を
導
入
す
る
考
え
は

現
時
点
で
は
新
た
に
整
備
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん

林
・
企
画
部
長

　

公
民
館
の
施
設
利
用
基
準
が
緩
和

さ
れ
た
住
民
の
使
用
範
囲
や
活
動
が

拡
が
る
施
設
と
し
て
、
従
来
か
ら
公

民
館
の
あ
る
地
域
に
新
た
に
コ
ミ
セ

ン
を
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

住
民
と
十
分
な
検
討
期
間
を
経
た
上

で
、
既
存
の
公
民
館
を
コ
ミ
セ
ン
へ

と
移
行
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
ま
す
。

本
庁
舎
の
跡
地
を
コ
ミ
セ
ン
に
と

い
う
要
望
が
市
民
か
ら
は
あ
る
が

本
巣
市
公
共
施
設
等
跡
地
検
討
委

員
会
に
て
協
議
し
て
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

検
討
委
員
会
で
作
成
し
た
利
活
用

方
針
案
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
意
見

公
募
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
防
災
の
拠

点
と
し
て
活
用
」
「
作
品
展
示
の
場

所
と
し
て
の
活
用
」
「
図
書
館
と
し

て
の
活
用
」
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中

ど
れ
だ
け
市
が
跡
地
利
用
の
事
業
実

施
の
た
め
に
予
算
を
確
保
で
き
る
の

か
を
市
民
に
示
し
た
う
え
で
、
市
民

の
皆
様
と
の
対
話
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
か
を
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
に
、
「
地
域
防
災
計
画
」
「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
「
自
主
防
災
組
織
」

「
避
難
所
の
運
営
訓
練
」
等
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

Q1A1

Q2A2

●委員会活動●

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和6年6月4日（火）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは右からアクセスできます。

議
員
活
動
日
誌

第
２
９
１
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会

第
３
０
３
回
東
海
市
議
会
議
長
会
理
事
会

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
定
例
会（
閉
会
）

第
１
１
６
回
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

西
濃
環
境
整
備
組
合　

議
会
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

予
算
決
算
委
員
会

本
会
議（
代
表
・一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

産
業
建
設
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

総
務
企
画
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

文
教
福
祉
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

予
算
決
算
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

淡
墨
桜
感
謝
祭

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
３
０
４
回
東
海
市
議
会
議
長
会
理
事
会

第
１
０
７
回
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

会　

議　

名　

等

場　

所

岐
阜
市

真
正
分
庁
舎

稲
沢
市

真
正
分
庁
舎

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

本
庁
舎

西
濃
環
境
整
備
組
合

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

淡
墨
公
園

本
庁
舎

本
庁
舎

岐
阜
市

日
に
ち

２
月
５
日（
月
）

２
月
６
日（
火
）

２
月
８
日（
木
）

２
月
20
日（
火
）

２
月
27
日（
火
）

２
月
29
日（
木
）

３
月
８
日（
金
）

３
月
14
日（
木
）

３
月
15
日（
金
）

３
月
18
日（
月
）

３
月
19
日（
火
）

３
月
21
日（
木
）

３
月
25
日（
月
）

３
月
27
日（
水
）

３
月
28
日（
木
）

４
月
２
日（
火
）

４
月
４
日（
木
）

４
月
９
日（
火
）

４
月
12
日（
金
）

２
月
１
日（
木
）

３
月
７
日（
木
）

４
月
18
日（
木
）

河
村
志
信

Q
本
庁
舎
の
跡
地
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
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●委員会活動●

予算決算委員会

○令和６年度本巣市一般会計予算について
○令和６年度本巣市国民健康保険特別会計予算について
○令和６年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算について
○令和６年度本巣市企業用地造成事業特別会計予算について
○令和６年度本巣市水道事業会計予算について
○令和６年度本巣市下水道事業会計予算について

付託案件

○令和６年度本巣市水道事業会計予算について
Ｑ：事業計画の中にある浄水場の改良工事の主な内容は
Ａ：各浄水場に設置しているポンプや電気機器等の更新のため
の工事になります。

○令和６年度本巣市下水道事業会計予算について
Ｑ：施設から排出される水は、適正な範囲内で流れているのか　
Ａ：市内にある全ての施設は適正な水質で、放流してます。

産業建設分科会

○令和６年度本巣市一般会計予算のうち、産業建設部、林政部、上下水道部に属する予算について
主な質疑の内容

Ｑ：防災安全交付金事業について、どんな基準で場所を選ぶのか
Ａ：総合的な生活空間の安全確保を目的に、今回は一色小学校西南の辺りと旦内北地内の工事が対象
となります。これは自治会からの要望に基づいたもので、国の補助が受けられるものが今回の対象
路線で、国の補助が受けられない場所については市の単独の予算を計上してます。

Ｑ：台風等で林道が通れなくなったときの対処や民家近くの森林を伐採する予算は計上しているか
Ａ：崩土除去、草刈り、改良事業、舗装事業、橋りょう補修事業等を予算化してます。また、県の里山森
林整備事業の中で、人家の裏等の枯れたりして危険な木を伐採します。

Ｑ：高校や大学からの林業への就職者に対し、何らかの補助はあるか　
Ａ：森林環境譲与税事業の中で、林業者育成補助、新規森林技術者就業支援事業、林業就業移住支援
事業、林業技術資格取得補助等があります。

Ｑ：企業立地促進奨励金交付事業の詳細は　
Ａ：市内に工場等を設置した企業に対し固定資産税相当額を５年間交付するものです。また、１０年間
市内の方を新規雇用した場合に１人３０万円を交付するものです。

Ｑ：緊急浚渫事業について、内容は　
Ａ：普通河川内の土砂を撤去して、流下能力確保の目的で実施する工事です。来年度木倉地内河川土
砂浚渫工事として延長５００メートルを実施する予定です。

Ｑ：水道事業会計補助金について、基準内繰入相当額を目標にして水道料金を調整していくのか
Ａ：国で繰入を認められている金額が基準内繰入相当額であり、それに近づけるように調整を図ってい
きます。
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●委員会活動●

総務企画分科会

○令和６年度本巣市一般会計予算のうち、総務部、企画部に属する予算について
主な質疑の内容

Ｑ：女性活躍推進事業について、令和６年度の講座の内容は　
Ａ：詳細は決まっていませんが、令和５年度と同様、バランスボール講座、市内業者とのマッチングを盛
り込んでいきたいと考えてます。出産や子育てを機に離職され家に引きこもりがちな女性が外に出
て、仲間作りや企業とのマッチングで再就職してもらう等、何より外に目を向けてもらい活躍の場
を見つけるきっかけ作りを目的としてます。

Ｑ：市制２０周年記念事業について、その内容は
Ａ：市民の皆さんに楽しんでいただくことに加え、市外の方へ本巣市の魅力をPRすることを主眼に置い
て２０周年記念事業を実施したいと考えてます。本巣市の特産品を市内外にPRするためにグルメイ
ベントのようなものを考えたり、中学生の意見なども取り入れ、若い方からお年寄りの方まで楽しん
でいただけるような事業にしたいと考えてます。

Ｑ：ふるさと納税で１０億円を達成するには寄附者を増やしたり、返礼品の事業者を増やすことが重要
だと考えるが、令和６年度に返礼品の事業者をどれだけ増やすか目標値はあるか

Ａ：返礼品の事業者数は令和５年度に約３０件増えて７６件となりました。令和６年度も同数増やすこ
とを目標とし、体験型のメニューなどバリエーションを増やすことも検討してます。

Ｑ：新庁舎開庁式典等事業について、市民参加型の式典ではないのか　
Ａ：市民の方については、６月後半から７月前半頃に各自治会ごとに日にちを割り振り、内覧会を予定し
てます。

文教福祉分科会

○令和６年度本巣市一般会計予算のうち、市民環境部、健康福祉部、教育委員会に属する予算について
主な質疑の内容

Ｑ：紙おむつ購入費助成事業について、助成が少なくなっている理由は
Ａ：利用者の実際に使われている金額に合わせて、継続可能な制度とするために今回見直しを行いまし
た。

Ｑ：紙おむつ購入費助成事業について、他市町の状況は
Ａ：障がい者の方については、県内２１市中８市が実施し、金額は１月あたり2,000円から8,000円で
す。近隣では瑞穂市も月額4,000円、北方町は2,000円という状況です。高齢者の方については、
県内２１市中２０市が実施し、近隣では瑞穂市も4,000円、北方町は所得によって2,000円もしく
は4,000円という状況です。

Ｑ：児童手当支給事業について、高校生ではなく、働いている場合も対象になるのか　
Ａ：基本的に18歳までの方は対象ですが、生活実態により保護者等に聞き取りを行い、国の基準に応
じた判断をしていきます。

Ｑ：小規模保育事業施設整備補助事業で、現状の幼児園との関係は　
Ａ：認可の保育施設であり、保育内容は本市が対応できていない6か月からの保育の受入、一時保育、
令和8年度から全自治体で実施予定のこども誰でも通園制度について委託する予定です。また、市
内の幼児園とも園児の交流等を行っていく予定です。

Ｑ：市史編さん事業について、発行部数の予定は。また市民の方が購入出来るのか
Ａ：現時点で1,000部発行予定で、関係機関への配布とともに市民の方も購入出来るよう考えてます。
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　◎臼井悦子　〇今枝和子　髙橋時男　片岡孝一　髙橋知子議会だより編集特別委員会

▲市道路線の廃止及び認定箇所を視察する委員 ▲市道路線について説明を受ける委員

○市道路線の廃止及び認定箇所
現地視察

○市道路線の廃止及び認定について
主な質疑の内容

Ｑ：この市道の廃止について、住民の生活に支障はないか
Ａ：この件については地元で説明会を重ね、内容を理解していただいてます。

●委員会活動●

○本巣市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
主な質疑の内容

Ｑ：消防団活動における事故等の予防策についての動きはあるのか
Ａ：消防署に協力をいただき、特別訓練時においてチェーンソーの使い方の訓練などを実施してます。

○本巣市デイサービスセンター、本巣市在宅介護支援センター及び本巣市根尾生活支援ハウス条例の一部
　を改正する条例について
Ｑ：利用者はどの程度減少したのか
Ａ：根尾デイサービスセンターは定員15人中、令和2年度平均8.1人、令和4年度平均7.8人。糸貫デイ
サービスセンターは定員15人中、令和2年度平均12.4人、令和4年度平均5.8人。在宅介護支援セ
ンターは平成29年215人、令和５年度見込み185人であり30人の減少です。

産業建設委員会

総務企画委員会

○本巣市保健センター条例について
主な質疑の内容

Ｑ：廃止する施設の今後の予定は
Ａ：糸貫保健センターは糸貫ぬくもりの里の中にあり、保健センターの機能はなくなりますが糸貫ぬく
もりの里自体は残ってそのまま使用します。真正保健センターは新しく一本化した本巣市の保健セ
ンターとなるのでそのまま使用します。本巣保健センターはすこやかセンターの１階にあり、１階は
基本閉鎖、２階の研修室等はそのまま使用します。根尾保健センターは診療所の隣にあり完全に
閉鎖となりますが、根尾分庁舎、根尾文化センターの中で保健師の活動を継続していきます。

Ｑ：使用料は外部に貸し出すときのものか
Ａ：糸貫ぬくもりの里で貸し館業務を行ってます。基本的に糸貫ぬくもりの里は現行通りということで
値段の変更はありません。

文教福祉委員会
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